
（
七
）
綜
藝
種
智
院
の
式 

 
空
海
は
東
寺
の
東
側
の
隣
地
に
、
前
中
納
言
藤
原
三
守
（
藤
原
南
家
、
朝
廷
高
官
）
か
ら
、
二
町
余
り

の
土
地
を
譲
り
受
け
、
そ
こ
に
日
本
初
の
庶
民
の
子
弟
の
た
め
の
私
立
学
校
「
綜
藝
種
智
院
」
を
開
設
し

た
。
天
長
五
年
（
八
二
八
）
前
後
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
東
寺
に
入
っ
て
か
ら
わ
ず
か
五
年
の
早
さ
で
あ
る
。 

こ
の
時
代
、
私
学
校
と
し
て
淳
和
院
・
弘
文
院
（
和
気
氏
）・
勧
学
院
（
藤
原
氏
）・
学
館
院
（
橘
氏
）
・

文
章
院
（
大
江
氏
・
菅
原
氏
）・
奨
学
院
（
在
原
氏
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
貴
族
一
門
の
子
弟
の
た

め
の
も
の
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
有
為
の
僧
侶
が
育
つ
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
を
空
海
は
知
っ
て
い
た
。

私
寺
の
高
雄
山
寺
や
高
野
山
で
自
分
の
弟
子
た
ち
を
育
て
な
が
ら
、
東
寺
や
東
大
寺
や
大
安
寺
や
元
興
寺

や
興
福
寺
と
い
っ
た
官
寺
で
さ
ま
ざ
ま
な
僧
侶
と
交
り
な
が
ら
、
自
分
の
密
教
の
次
代
を
担
う
べ
き
青
年

僧
侶
は
む
し
ろ
庶
民
の
子
弟
で
あ
り
、
彼
ら
を
「
綜
藝
種
智
院
」
に
お
い
て
自
分
の
手
で
薫
育
す
べ
き
だ

と
確
信
し
た
で
あ
ろ
う
。 

空
海
は
、
こ
の
学
校
に
学
ぶ
庶
民
の
子
弟
を
、
奈
良
の
大
学
寮
に
学
ん
だ
若
き
日
の
自
分
（
真
魚
）
と

大
学
寮
を
出
奔
し
て
山
林
に
伏
し
仏
道
を
選
ん
だ
自
分
（
仮
名
乞
児
）
に
重
ね
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

わ
が
密
教
を
担
う
僧
侶
の
モ
デ
ル
を
若
き
日
の
自
分
に
た
ど
っ
た
の
だ
。
大
学
寮
で
の
諸
学
芸
の
勉
学
に

秀
で
、
そ
の
上
で
仏
道
を
選
択
し
た
若
き
日
の
空
海
こ
そ
、
ま
さ
に
「
綜
藝
種
智
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 



空
海
が
「
綜
藝
種
智
院
」
で
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
、
諸
学
芸
と
仏
教
の
兼
学
で
あ
っ
た
。 

そ
の
理
を
「
立
身
出
世
の
要
諦
も
治
世
の
道
も
、
生
死
の
こ
の
世
の
苦
を
断
ち
涅
槃
の
あ
の
世
に
行
く

の
も
、
こ
の
諸
学
芸
兼
学
の
道
を
捨
て
て
誰
も
不
可
能
で
あ
る
」
と
し
、
そ
し
て
そ
の
背
景
を
「
と
こ
ろ

が
、
僧
院
の
僧
侶
は
仏
教
経
典
だ
け
し
か
勉
強
を
せ
ず
、
大
学
の
秀
才
は
仏
典
以
外
の
書
を
読
み
ふ
け
っ

て
ば
か
り
い
て
、
儒
・
仏
・
道
三
教
の
道
理
や
声
明
・
工
巧
明
・
医
方
明
・
因
明
・
内
明
の
「
五
明
」
の

学
識
な
ど
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
沈
澱
し
て
い
て
通
じ
合
わ
な
い
。
だ
か
ら
綜
芸
種
智
院
を
建
て
て
広
く
三
教

を
ふ
く
め
た
多
様
な
碩
学
を
招
聘
す
る
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。 

こ
の
諸
学
芸
と
仏
教
の
兼
学
こ
そ
空
海
の
教
育
原
理
で
あ
り
密
教
体
系
で
あ
っ
た
。
空
海
の
密
教
を
受

法
し
そ
の
法
灯
を
将
来
守
っ
て
い
く
者
は
、
諸
学
芸
に
明
る
く
仏
教
の
学
識
に
も
す
ぐ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
仏
教
し
か
知
ら
ず
、
そ
れ
で
当
然
と
す
る
よ
う
な
坊
主
馬
鹿
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
空
海
は
仏
道
以
外
の
世
間
の
学
術
を
教
え
る
教
師
と
仏
教
の
経
論
を
教
え
る

教
師
を
用
意
し
た
。 

 

空
海
は
ま
た
私
学
校
の
所
以
に
つ
い
て
、「
京
の
都
に
は
大
学
が
一
つ
だ
け
で
勉
学
の
塾
が
な
い
た
め
、

貧
し
い
庶
民
の
子
弟
は
勉
強
を
し
た
く
て
も
場
所
が
な
く
、（
都
よ
り
）
遠
方
の
勉
強
好
き
の
子
弟
は
通
う

の
に
も
疲
れ
て
し
ま
う
。
今
こ
そ
こ
の
一
院
を
建
て
て
学
童
を
啓
蒙
し
た
い
の
で
あ
る
」
と
、
庶
民
の
子

弟
た
め
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

こ
れ
を
教
育
の
機
会
均
等
と
か
民
主
教
育
の
嚆
矢
と
か
戦
後
民
主
教
育
の
思
い
つ
き
で
見
る
の
は
見



当
ち
が
い
で
あ
る
。
そ
ん
な
安
っ
ぽ
い
人
間
中
心
主
義
は
空
海
の
心
底
に
な
く
、
あ
る
の
は
独
自
の
密
教

思
想
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

例
え
ば
「
綜
芸
種
智
院
」
と
い
う
校
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
大
日
経
』
「
具
縁
品
」
に
あ
る
「
妙
慧

慈
悲
兼
綜
衆
芸
」
か
ら
と
っ
て
い
る
。
総
合
的
に
諸
学
芸
を
学
ぶ
こ
と
が
、
人
間
に
本
来
（
種
と
し
て
）

具
っ
て
い
る
仏
智
を
引
き
出
す
の
で
あ
る
。
空
海
自
身
（
の
詩
文
・
書
法
・
語
学
・
土
木
・
薬
品
化
学
な

ど
の
素
養
）
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
諸
芸
は
単
に
世
間
の
学
術
教
養
に
と
ど
ま
ら
ず
密
教
の
修
学
に

通
ず
る
仏
性
の
発
露
で
あ
り
、
仏
性
の
萌
芽
を
促
す
豊
か
な
土
壌
だ
と
空
海
は
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
空
海
は
、
教
師
の
心
得
と
し
て
「
三
界
の
衆
生
は
み
な
わ
が
子
」
と
思
い
、
慈
悲
の
心
を
も
っ

て
、「
忠
孝
」
の
思
い
を
念
頭
に
置
き
、
貧
富
の
差
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
適
宜
適
切
に
、
倦
む
こ
と
な
く

学
童
の
訓
育
に
あ
た
る
べ
き
こ
と
と
し
た
。 

最
後
に
空
海
は
、
僧
俗
・
師
資
を
問
わ
ず
学
道
を
志
す
者
に
は
飲
食
物
を
（
学
校
が
無
償
で
）
支
給
す

べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
自
分
は
も
と
よ
り
清
貧
に
甘
ん
じ
て
い
る
か
ら
充
分
な
用
意
は
な
い
の
だ
が
、

と
り
あ
え
ず
当
面
の
工
面
は
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
空
海
は
、
こ
の
私
学
校
も
私
寺
の

高
雄
山
寺
や
高
野
山
と
同
様
、
外
部
支
援
者
の
協
力
で
ま
か
な
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

今
、
東
寺
の
東
側
慶
賀
門
を
出
て
大
宮
通
を
渡
り
、
東
寺
通
を
ま
っ
す
ぐ
東
に
進
み
、
近
鉄
奈
良
線
の

高
架
橋
の
直
前
を
左
折
し
て
ほ
ど
な
く
の
と
こ
ろ
に
、「
綜
芸
藝
種
智
院
跡
」
の
石
碑
と
西
福
寺
（
浄
土
宗
）



が
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
、
近
鉄
線
の
高
架
橋
を
な
お
東
に
行
き
、
油
小
路
通
と
の
広
い
交
差
点
を
右
折

し
て
し
ば
ら
く
の
左
側
に
あ
る
九
条
弘
道
小
学
校
が
往
時
の
敷
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

 
承
和
二
年
（
八
三
五
）
に
空
海
が
入
定
し
、
右
大
臣
に
な
っ
た
藤
原
三
守
も
亡
く
な
る
と
、
先
生
や
学

生
た
ち
の
食
事
を
無
料
の
給
食
制
と
ま
で
し
た
日
本
初
の
私
立
学
校
は
、
一
説
に
よ
れ
ば
維
持
費
の
不
足
、

一
説
に
よ
れ
ば
後
継
者
不
在
の
た
め
、
設
立
後
二
十
年
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
空
海
か
ら
東
寺

を
託
さ
れ
た
高
弟
の
實
慧
で
さ
え
荷
が
重
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

東
寺
別
当
と
な
っ
た
實
慧
は
「
綜
芸
種
智
院
」
を
売
却
し
、
そ
の
代
金
で
丹
波
大
山
荘
四
十
四
町
百
四

十
歩
を
当
時
の
大
納
言
藤
原
良
房
（
藤
原
北
家
、
冬
嗣
の
子
、
後
の
太
政
大
臣
）
か
ら
買
い
求
め
、
東
寺

の
伝
法
料
（
潅
頂
な
ど
密
法
を
伝
え
る
法
会
等
の
実
施
に
必
要
な
資
糧
を
ま
か
な
う
墾
田
、
の
ち
の
寺
領

荘
園
か
）
と
し
た
。 

       



●
本
文
：
辭
納
言
藤
大
卿 

有
左
九
條
宅
有 

地
餘
貮
町 

屋
則
五
間 

東
隣
施
藥
慈
院 

西
近
眞

言
仁
祠 

生
休
歸
眞
之
原
迫
南 

衣
食
出
内
之
坊
居
北 

涌
泉
水
鏡
而
表
裏 

流
水
汎
溢
而
左
右 

松
竹
風
來
琴
筝 

梅
柳
雨
催
錦
繡 

春
鳥
哢
聲 

鴻
鴈
于
飛 

熱
渇
臨
也
卽
除 

清
涼
憩
也
卽
至

兌
白
虎
大
道 

離
朱
雀
小
澤 

緇
素
逍
遥 

何
必
山
林 

車
馬
往
還 

朝
夕
相
續 

貧
道 

有
意

濟
物 
竊
庶
幾
置
三
教
院 

一
言
吐
響 

千
金
卽
應 

永
捨
券
契 

遠
期
冒
地 

不
勞
給
孤
之
敷

金 

忽
得
勝
軍
之
林
泉 

本
願
忽
感 

樹
名
曰
綜
藝
種
智
院 

試
造
式
記
曰 

書
き
下
し
：
辭じ

納
言

な

ご

ん

藤と
う

大
卿

た
い
け
い

、
左さ

の
九
條
に
宅
有
り
。
地
は
貮
町
に
餘
り
、
屋
は
則
ち
五
間
な
り 

東
は

施
薬
慈
院

せ

や

く

じ

い

ん

に
隣り

ん

し
、
西
は
真
言
の
仁じ

ん

祠し

に
近
し
。
生
休
帰

せ
い
き
ゅ
う
き

真し
ん

の
原は

ら

南
に
迫
り
、
衣
食

い
し
ょ
く

出
内

す
い
だ
い

の
坊ぼ

う

北
に
居

す
。
涌
泉
は
水み

ず

鏡
に
し
て
表
裏
な
り
、
流
水
は
汎
溢

は
ん
い
つ

と
し
て
左
右
な
り
。
松
竹
の
風
來
れ
ば
琴 き

ん

筝 そ
う

な
り
、

梅
柳
の
雨あ

め

催
も
よ
う

す
れ
ば
錦

繡

き
ん
し
ゅ
う

な
り
。
春
鳥
は
哢
聲

ろ
う
せ
い

あ
り
、
鴻
鴈

こ
う
が
ん

は
于ゆ

き
飛
ぶ
。
熱
渇

ね
っ
か
つ

は
臨
む
や
卽
ち
除

き
、
清
涼
は
憩
う
や
卽
ち
至
る
。
兌だ

に
白
虎
の
大
道
あ
り
、
離 り

に
朱
雀
の
小
澤
あ
り
。
緇
素

し

そ

の
逍
遥

し
ょ
う
よ
う

何

ぞ
必
ず
山
林
な
ら
ん
や
。
車
馬
往
還

お
う
か
ん

し
て
朝
夕
相
續
す
。
貧ひ

ん

道ど
う

、
意

お
も
い

有
り
て
物
を
済な

す
。
竊

ひ
そ
か

に
三さ

ん

教
ぎ
ょ
う



の
院
を
置
く
こ
と
を
庶
幾

し

ょ

き

す
。
一
言
を
吐
き
響
け
ば
千
金

せ
ん
き
ん

卽
ち
應
ず
。
永
く
券け

ん

契け
い

を
捨
て
遠
く
冒
地

ぼ

う

ち

を

期
す
。
給
孤

ぎ

っ

こ

の
金
を
敷
く
を
勞
せ
ず
、
忽
ち
勝
軍

し
ょ
う
ぐ
ん

の
林
泉
を
得
た
り
。
本
願
忽
ち
感
ず
。
名
を
樹
て
て

綜
藝
種
智
院
と
曰
う
。
試
み
に
式
を
造
り
記
し
て
曰
く
。 

私
訳
：
先
の
中
納
言
藤
原
三
守
卿
が
左
京
九
条
の
地
に
家
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
土
地
の
広
さ
は
二
町
、

家
屋
は
五
間
（
四
方
）
で
、
東
に
貧
窮
の
人
や
飢
餓
に
病
む
人
を
収
容
し
施
薬
治
療
を
行
う
施
薬
院
が

隣
接
し
、
西
に
は
真
言
寺
院
の
教
王
護
国
寺
（
東
寺
）
が
近
く
に
あ
り
、
死
者
を
葬
る
原
が
す
ぐ
南
に

あ
り
、
衣
食
を
貯
蔵
す
る
朝
廷
の
倉
庫
が
北
側
に
あ
る
。
表
と
裏
に
湧
水
が
あ
っ
て
水
清
く
鏡
の
よ
う

で
あ
り
、
流
れ
る
水
は
右
に
左
に
溢
れ
出
て
い
る
。
松
や
竹
に
風
が
吹
け
ば
琴
や
箏
の
よ
う
な
音
が
し
、

梅
や
柳
に
雨
が
降
れ
ば
錦
織
の
よ
う
な
織
り
込
み
の
よ
う
で
あ
る
。
春
に
は
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
る
声
が

聞
こ
え
、
（
秋
に
な
る
と
）
大
き
な
雁
が
飛
来
す
る
。
夏
の
暑
気
の
渇
き
は
そ
こ
に
行
く
と
除
か
れ
、

清
涼
は
そ
こ
に
憩
う
と
す
ぐ
に
得
ら
れ
る
。
西
側
に
長
い
道
が
あ
っ
て
白
虎
と
い
う
神
が
守
り
、
南
側

に
は
小
さ
な
沢
が
あ
っ
て
朱
雀
と
い
う
神
が
守
っ
て
い
る
。
（
そ
れ
だ
か
ら
）
出
家
僧
侶
と
在
家
信
者

が
遊
歩
す
る
の
に
必
ず
山
林
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
車
や
馬
が
行
き
来
し
て
朝
夕
混
雑

す
る
。
拙
僧
は
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
物
事
を
成
す
の
で
あ
る
が
、
秘
か
に
儒
・
仏
・
道
の
三
教
を
教
え

る
学
校
を
置
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
一
言
口
に
す
れ
ば
大
き
な
財
が
即
応
し
（
藤
原
三
守
の

屋
敷
の
寄
進
）
、
永
く
証
文
（
世
俗
の
商
習
慣
）
な
ど
は
捨
て
て
先
々
に
サ
ト
リ
を
期
す
の
で
あ
る
。



祇
園
精
舎
の
主
・
須
達
（
ス
ダ
ッ
タ
）
長
者
は
、
そ
の
敷
地
と
し
て
舎
衛
城
の
祇
陀
（
ジ
ェ
ー
タ
）
太

子
所
有
の
祇
陀
林
を
買
う
の
に
、
敷
地
中
に
惜
し
げ
も
な
く
お
金
を
敷
き
つ
め
、
た
ち
ま
ち
祇
陀
太
子

の
林
苑
を
手
に
入
れ
た
の
だ
が
、
（
私
の
場
合
は
）
私
の
本
懐
に
周
囲
が
た
ち
ま
ち
感
応
し
た
の
で
あ

る
。
名
づ
け
て
綜
藝
種
智
院
と
言
う
。
試
み
に
建
学
の
精
神
を
文
に
し
記
録
し
て
言
う
に
、 

 

※
註
記
１
：
辭
は
、
辞
任
し
た
、
先
の
、
の
意
。 

※
註
記
２
：
納
言
は
、
こ
こ
で
は
中
納
言
。 

※
註
記
３
：
藤
は
、
藤
原
氏
。
藤
原
三
守
の
こ
と
。 

※
註
記
４
：
大
卿
は
、
大
納
言
以
下
の
官
職
の
敬
称
。 

※
註
記
５
：
左
は
、
京
の
左
京
。 

※
註
記
６
：
九
條
は
、
京
の
九
条
。 

※
註
記
７
：
施
藥
慈
院
は
、
施
薬
院
。
貧
窮
の
人
や
飢
餓
に
病
む
人
を
収
容
し
施
薬
治
療
を
行
う
治
療
院
。 

※
註
記
８
：
仁
祠
は
、
寺
院
。 

※
註
記
９
：
生
休
歸
眞
原
は
、（
煩
悩
に
）
生
き
る
こ
と
を
や
め
て
（
大
日
の
）
真
実
の
世
界
に
帰
る
こ
と
。

死
ぬ
こ
と
。
こ
こ
は
埋
葬
地
・
墓
地
。 

※
註
記
１
０
：
衣
食
出
内
坊
は
、
衣
食
を
貯
蔵
す
る
朝
廷
の
倉
庫
。 

※
註
記
１
１
：
汎
溢
は
、
あ
ふ
れ
る
こ
と
。 

※
註
記
１
２
：
錦
繡
は
、
錦
織
の
よ
う
な
織
り
込
み
。 



※
註
記
１
３
：
哢
聲
は
、
さ
え
ず
り
の
声
。 

※
註
記
１
４
：
鴻
鴈
は
、
大
き
な
雁
。 

※
註
記
１
５
：
熱
渇
は
、
暑
気
に
よ
る
ノ
ド
の
渇
き
。 

※
註
記
１
６
：
兌
は
、
八
卦
の
兌
。
西
の
方
角
。 

※
註
記
１
７
：
離
は
、
八
卦
の
離
。
南
の
方
角
。 

※
註
記
１
８
：
白
虎
は
、
西
方
の
守
護
神
。『
礼
記
』
曲
礼
篇
に
、
住
宅
の
前
後
左
右
に
あ
る
汙
地
（
く
ぼ

地
）・
丘
・
流
水
・
長
道
に
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
雀
・
玄
武
・
白
虎
・
青
龍
の
四
神
を
重
ね
る
。 

※
註
記
１
９
：
朱
雀
は
、
南
方
の
守
護
神
、
汙
地
（
く
ぼ
地
）
。 

※
註
記
２
０
：
緇
素
は
、
緇
が
出
家
が
着
る
法
衣
の
色
の
黒
、
素
が
在
家
の
法
衣
の
白
。
出
家
と
在
家
。 

※
註
記
２
１
：
貧
道
は
、
拙
僧
。
私
。 

※
註
記
２
２
：
三
教
は
、
儒
・
仏
・
道
の
三
教
。 

※
註
記
２
３
：
庶
幾
は
、
心
か
ら
願
う
、
の
意
。 

※
註
記
２
４
：
千
金
は
、
大
き
な
財
。 

※
註
記
２
５
：
券
契
は
、
証
文
。 

※
註
記
２
６
：
冒
地
は
、
前
述
。
ボ
ウ
チ
（b

o
d
h
i

）
、
サ
ト
リ
。 

※
註
記
２
７
：
給
孤
は
、
祇
樹
給
孤
独
園
（
通
称
、
祇
園
精
舎
）
の
主
で
、
古
代
北
イ
ン
ド
・
コ
ー
サ
ラ

国
の
首
都
・
舎
衛
城
（
し
ゃ
え
じ
ょ
う
、
シ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー 

!
rqv

ast]

）
の
長
者
・
須
達
（
ス

ダ
ッ
タ 

S
u

d
atta

）
。
須
達
長
者
は
舎
衛
城
の
祇
陀
（
ジ
ェ
ー
タ 

Jeta

）
太
子
か
ら
買
う
の
に
、
そ
の



敷
地
い
っ
ぱ
い
に
お
金
を
敷
き
つ
め
た
と
い
う
。 

※
註
記
２
８
：
勝
軍
は
、
祇
陀
太
子
。 

※
註
記
２
９
：
式
は
、
規
則
。 

 

●
本
文
：
若
夫 

九
流
六
藝 

濟
代
之
舟
梁 

十
藏
五
明 

利
人
之
惟
寶 

故
能 

三
世
如
来 

兼

學
而
成
大
覺 
十
方
賢
聖 

綜
通
而
證
遍
知 

未
有 

一
味
作
美
膳 

片
音
調
妙
曲
者
也 

立
身

之
要 

治
國
之
道 

斷
生
死
於
伊
陀 

證
涅
槃
於
蜜
多 

弃
此
而
誰 

書
き
下
し
：
若

夫

も
し
は
そ
れ

、
九

流

六

藝

き
ゅ
う
り
ゅ
う
り
く
げ
い

は
代
を
濟 す

く

う
の

舟
し
ゅ
う

梁
り
ょ
う

、
十

藏

じ
ゅ
う
ぞ
う

五
明

ご
み
ょ
う

は
人
を
利
す
る
の
惟
れ
寶
な

り
。
故
に
能
く
、
三
世
の
如
来
は
兼
學
し
て
大
覺
を
成
じ
、
十
方
の
賢け

ん

聖
じ
ょ
う

は
綜す

べ
通
し
て
遍へ

ん

知ち

を
證
す
。 

未
だ
有
ら
ず
、
一
味
の
美
膳
を
作
り
、
片
音

へ
ん
お
ん

の
妙
曲
を
調か

な

で
る
者
や
。
立
身
の
要
、
治
國
の
道
、
生
死

を
伊
陀

い

だ

に
斷
ち
、
涅
槃
を
蜜み

多た

に
證
す
。
此
を
弃す

て
て
誰
か
あ
ら
ん
。 

私
訳
：
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
、
古
代
中
国
で
言
う
九
つ
の
学
派
の
教
え
と
六
つ
の
教
養
・
技
芸
は
済
世

利
民
の
た
め
の
、
舟
で
言
え
ば
、
梁
（
強
い
構
造
材
）
で
あ
り
、
仏
教
の
十
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
五
つ
の

学
問
は
人
を
仏
道
に
導
く
宝
で
あ
ろ
う
。
故
に
よ
く
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
如
来
は
仏
教
と
世
俗
の



学
問
を
兼
ね
学
ん
で
確
固
た
る
サ
ト
リ
を
成
就
し
、
十
方
の
菩
薩
や
菩
薩
地
手
前
の
修
行
者
は
仏
教
と

世
俗
の
学
問
を
総
合
学
習
し
て
遍
き
（
サ
ト
リ
の
）
智
慧
を
証
得
す
る
の
で
あ
る
。
（
し
か
し
）
五
味

の
う
ち
の
一
味
で
美
味
の
食
膳
を
作
っ
た
り
、
五
音
の
う
ち
の
一
音
で
美
し
い
曲
を
奏
で
る
人
が
未
だ

い
な
い
の
で
あ
る
。
立
身
の
要
諦
、
あ
る
い
は
国
を
治
め
る
道
は
、
（
世
俗
の
）
生
死
を
（
サ
ト
リ
の
）

彼
岸
に
お
い
て
断
ち
、
涅
槃
を
彼
岸
に
お
い
て
成
就
す
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
を
棄
て
て
誰
が
（
一
即

多
が
）
で
き
よ
う
か
。 

 

※
註
記
１
：
若
は
、
こ
れ
を
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』（
岩
波
書
店
）
の
よ
う
に
「
お
も
ん
み
る
（
に
）
」
と

読
む
も
の
か
。
私
は
「
も
し
は
」
と
読
ん
だ
。 

※
註
記
２
：
九
流
は
、
中
国
春
秋
戦
国
時
代
の
学
派
。
『
漢
書
』
藝
文
誌
に
言
う
、
儒
家
・
道
家
・
陰
陽

家
・
法
家
・
墨
家
・
名
家
・
縦
横
家
・
雑
家
・
農
家
の
九
派
。 

※
註
記
３
：
六
藝
は
、
古
代
中
国
で
、
皇
帝
の
家
臣
で
大
夫
の
下
の
位
の
士
以
上
が
修
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
教
養
・
技
芸
。
『
周
礼
』
に
言
う
礼
（
礼
儀
）・
楽
（
音
楽
）・
射
（
弓
術
）・
御
（
馬
術
）・
書
（
書

道
）・
数
（
算
術
）
の
六
種
。 

※
註
記
４
：
代
は
、
世
。
時
代
。 

※
註
記
５
：
舟
梁
は
、
舟
の
構
造
材
の
梁
。 

※
註
記
６
：
十
藏
は
、
仏
教
の
教
法
を
分
類
化
し
た
十
種
の
蔵
。
雑
乱
・
器
世
界
・
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・

人
・
天
・
声
聞
・
菩
薩
・
如
来
。 



※
註
記
７
：
五
明
は
、
古
代
の
五
種
の
学
問
。
因
明
・
内
明
・
医
方
明
・
声
明
・
工
巧
明
。 

※
註
記
８
：
賢
聖
は
、
菩
薩
と
菩
薩
地
以
前
の
修
行
者
。 

※
註
記
９
：
遍
知
は
、
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

※
註
記
１
０
：
一
味
は
、
酸
味
・
苦
味
・
甘
味
・
辛
味
・
塩
味
の
五
味
の
う
ち
の
一
つ
。 

※
註
記
１
１
：
片
音
は
、
宮
・
商
・
角
・
微
・
羽
の
五
音
の
う
ち
の
一
つ
。 

※
註
記
１
２
：
伊
陀
は
、
イ
タ
ー
。
波
羅
蜜
多
、
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
（p

qram
itq

）
の
「
イ
タ
ー 

itq

」
。
敢

え
て
訳
せ
ば
「
彼
岸
（
に
到
達
す
る
こ
と
）
」
。 

※
註
記
１
３
：
蜜
多
は
、
ミ
タ
ー
。
波
羅
蜜
多
、
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
（p

qram
itq

）
の
「
ミ
タ
ー 

m
itq

」
。

敢
え
て
訳
せ
ば
「
彼
岸
（
に
到
達
す
る
こ
と
）
」
。 

 

●
本
文
：
是
以 

前
來
聖
帝
賢
臣 

建
寺 

置
院 

仰
之
弘
道 

雖
然 

毘
訶
方
袍 

偏
翫
佛
經 

槐
序
茂
廉 

空
耽
外
書 

至
若
三
教
之
策 

五
明
之
簡 

擁
泥
不
通 

肆
建
綜
藝
種
智
院 

普
藏

三
教 

招
諸
能
者 

書
き
下
し
：
是
を
以
っ
て
、
前
來
の
聖
帝
賢
臣
は
寺
を
建
て
院
を
置
き
、
之
を
仰
い
で
道
を
弘
む
。
然
り

と
雖
ど
も
、
毘
訶

び

か

の
方
袍

ほ
う
ほ
う

は
偏ひ

と

え
に
佛
經
を

翫
も
て
あ
そ

び
、
槐
序

か
い
じ
ょ

の
茂も

廉れ
ん

は
空
し
く
外
書

げ

し

ょ

に
耽ふ

け

る
。
三
教
の
策さ

く

、

五
明
の
簡か

ん

の
若
く
に
至
っ
て
は
、
擁
泥

よ
う
で
い

し
て
通
じ
ず
。

肆
ほ
し
い
ま
ま

に
綜
藝
種
智
院
を
建
て
、
普
く
三
教
を
藏お

さ



め
、
諸
の
能
者
を
招
く
。 

私
訳
：
従
っ
て
、
わ
が
国
へ
の
仏
教
伝
来
の
時
の
欽
明
天
皇
以
後
の
天
皇
と
朝
廷
の
官
職
は
寺
院
を
建
立

し
て
学
問
所
を
置
き
、
こ
れ
を
尊
重
し
て
仏
道
を
広
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
（
今
の
）
寺
院
の
僧
侶

は
ひ
た
す
ら
仏
典
を
も
て
あ
そ
び
、
学
問
所
の
秀
才
や
ま
じ
め
な
学
徒
も
空
し
く
仏
教
以
外
の
書
物
を

読
み
耽
っ
て
い
る
。
儒
・
仏
・
道
の
三
教
の
経
典
や
書
物
、
ま
た
五
明
の
学
の
文
献
の
如
く
に
至
っ
て

は
泥
で
ふ
さ
が
れ
た
よ
う
に
通
じ
な
い
（
理
解
さ
れ
な
い
）
の
で
あ
る
。
（
だ
か
ら
）
本
懐
の
ま
ま
に

綜
藝
種
智
院
を
建
て
、
広
く
三
教
の
経
典
等
を
貯
え
、
諸
々
の
有
能
な
先
生
を
招
く
の
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
前
來
は
、
わ
が
国
へ
の
仏
教
伝
来
の
時
の
欽
明
天
皇
以
後
の
天
皇
と
朝
廷
の
官
職
。 

※
註
記
２
：
毘
訶
は
、
毘
訶
羅
。
ビ
ハ
ー
ラ
。
寺
院
・
僧
院
・
精
舎
・
住
坊
・ 

※
註
記
３
：
方
袍
は
、
袈
裟
＝
僧
侶
。 

※
註
記
４
：
槐
序
は
、
夏
に
花
を
つ
け
る
槐
（
え
ん
じ
ゅ
）
に
ち
な
ん
で
夏
季
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

他
方
、
旧
暦
四
月
の
別
称
で
も
あ
る
。
こ
こ
は
四
月
を
転
じ
て
四
月
入
学
の
学
校
と
と
る
。 

※
註
記
５
：
茂
廉
は
、
茂
が
茂
才
、
秀
才
。
廉
が
清
廉
の
士
。 

※
註
記
６
：
外
書
は
、
仏
教
以
外
の
書
物
。 

※
註
記
７
：
策
は
、
古
代
の
中
国
で
、
ま
だ
紙
に
文
を
書
く
前
の
時
代
、
文
章
や
記
録
を
書
い
た
竹
の
札
。

竹
策
。
こ
こ
は
転
じ
て
諸
経
・
参
考
書
。 

※
註
記
８
：
簡
は
、
同
じ
く
木
の
札
。
木
簡
。
同
じ
く
転
じ
て
諸
経
・
参
考
書
。 



※
註
記
９
：
擁
泥
は
、
泥
で
ふ
さ
が
れ
て
い
る
様
。 

※
註
記
１
０
：
肆
（
し
）
は
、
恣
。
欲
し
い
ま
ま
。
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』
（
岩
波
書
店
）
の
よ
う
に
、

肆
（
し
）
か
る
が
ゆ
え
に
、
と
読
み
下
す
も
の
か
。
私
は
原
意
の
よ
う
に
「
欲
し
い
ま
ま
」
に
読
ん
だ
。 

 

●
本
文
：
所
冀 

三
曜
炳
著 

照
昏
夜
於
迷
衢 

五
乗
竝
鑣 

駈
群
鹿
於
覚
苑 

或
難
曰 

然
猶 

事
漏
先
覺 
終
未
見
其
美 

何
者 

備
僕
射
之
二
教 

石
納
言
之
芸
亭 

如
此
等
院 

竝
皆
有
始

無
終 

人
去
跡
穢 

答 

物
之
興
廢
必
由
人 

人
之
昇
沈
定
在
道 

大
海
資
衆
流 

以
致
深 

蘇

迷
待
積
塵
而
爲
高 
大
廈
群
材
之
所
支
持 

元
首
股
肱
之
所
扶
保 

然
則 

多
類
者
難
竭 

寡
偶

者
易
傾 

自
然
之
理
使
然 

今
所
願
者 

一
人
降
恩 

三
公
勠
力 

諸
氏
英
貴 

諸
宗
大
德 

與

我
同
志 

百
世
成
繼 

書
き
下
し
：

冀
こ
い
ね
が

う
と
こ
ろ
は
、
三
曜
炳
著

さ
ん
よ
う
へ
い
ち
ょ

し
て
昏こ

ん

夜や

を
迷
衢

め

い

く

に
照
ら
し
、
五
乗
鑣

く
つ
わ

を
竝
べ
て
群
鹿
を
覚

苑
に
駈か

ら
ん
。
或
い
は
難
じ
て
曰
く
。「
然
れ
ど
も
猶
、
事
先
覺

せ
ん
が
く

の
漏も

れ
て
終
に
未
だ
其
の
美
を
見
ず
。

何
と
な
れ
ば
、
備 び

僕 ぼ
く

射 や

の
二
教
、
石 い

そ

納
言

な

ご

ん

の
芸
亭
、
此
の
如
く
等
の
院
、
竝
ん
で
皆
始
有
っ
て
終
り
無

く
、
人
去
っ
て
跡
穢
れ
た
り
」
と
。
答
う
る
に
、
「
物
の
興
廢
は
必
ず
人
に
由
り
、
人
の
昇
沈
は
定
ん



で
道
に
在
る
。
大
海
は
衆
流

し
ゅ
う
る

を
資も

と

と
し
て
以
て
深
き
に
致
り
、
蘇
迷

そ

め

い

は
積
塵
を
待
っ
て
高
き
を
爲
す
。

大
廈

た

い

か

は
群
材
の
支
え
持
す
る
所
、
元
首

げ
ん
し
ゅ

は
股
肱

こ

こ

う

の
扶
け
保
つ
所
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
、
類
の
多
き
者
は

竭
つ
き
る

き
る
こ
と
難
く
、
偶ぐ

う

の
寡

す
く
な

き
の
者
は
傾
く
こ
と
易
し
。
自
然
の
理
の
然
ら
し
む
る
な
り
。
今
願
う

所
は
、
一
人
恩
を
降
し
、
三
公
力
を
勠 あ

わ

せ
、
諸
氏
の
英 え

い

貴 き

、
諸
宗
の
大
德
、
我
と
志
を
同
じ
く
し 

百

世
に
繼
ぐ
こ
と
を
成
さ
ん
」
と
。 

私
訳
：
願
っ
て
い
る
こ
と
は
、
儒
・
仏
・
道
の
三
教
が
（
世
間
に
）
広
く
知
れ
渡
り
、
薄
暮
の
薄
明
り
を

迷
い
道
に
照
ら
し
、
菩
薩
・
縁
覚
・
声
聞
・
天
・
人
の
五
乗
の
修
行
者
が
並
ん
で
競
い
合
い
、
衆
生
を

サ
ト
リ
の
苑
に
駆
り
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
人
は
（
こ
れ
を
）
批
判
し
て
言
う
だ
ろ
う
。
「
し
か

し
、
事
は
（
な
か
な
か
容
易
で
は
な
く
）
、
先
駆
者
ら
は
必
要
な
こ
と
が
抜
け
落
ち
、
と
う
と
う
そ
の

有
終
の
美
を
見
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
か
と
言
う
と
、
右
大
臣
吉
備
真
備
の
儒
・
仏
の
二
教
や
大
納
言

石
上
宅
嗣
の
芸
亭
院
な
ど
、
こ
れ
ら
の
学
問
所
は
皆
始
め
は
あ
っ
た
が
、
終
り
は
い
つ
の
間
に
か
な
く

な
り
、
人
が
い
な
く
な
っ
て
そ
の
跡
は
汚
れ
た
ま
ま
で
あ
る
」
と
。
答
え
て
言
う
に
、
「
物
事
の
興
廃

は
必
ず
人
に
あ
っ
て
、
人
の
浮
き
沈
み
は
決
っ
て
道
に
あ
る
も
の
。
大
海
原
は
多
く
の
潮
流
を
も
と
と

し
て
深
く
な
り
、
須
弥
山
は
塵
が
積
も
っ
て
高
く
な
っ
た
。
大
き
な
家
は
多
く
の
建
材
が
支
え
保
持
す



る
も
の
、
国
主
は
従
臣
が
補
佐
し
て
保
つ
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
考
え
の
人
が
多
け
れ
ば

尽
き
る
こ
と
は
な
く
、
同
士
仲
間
が
少
な
い
者
は
傾
き
易
い
の
で
あ
る
。
自
然
の
理
の
然
ら
し
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
願
っ
て
い
る
こ
と
は
、
天
皇
が
勅
許
を
下
し
、
太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
が
力

を
合
せ
、
朝
廷
貴
族
の
英
哲
や
仏
教
諸
宗
の
大
徳
が
私
と
志
を
同
じ
く
し
て
、
将
来
永
く
こ
れ
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と
。 

 

※
註
記
１
：
三
曜
は
、
日
・
月
・
星
。
こ
こ
は
、
日
が
仏
教
、
月
が
道
教
、
星
が
儒
家
。 

※
註
記
２
：
炳
著
は
、
き
わ
め
て
明
ら
か
な
こ
と
。
転
じ
て
よ
く
知
れ
渡
る
こ
と
。 

※
註
記
３
：
昏
夜
は
、
日
が
暮
れ
て
夜
に
な
る
こ
と
。
薄
暮
。
薄
明
り
。 

※
註
記
４
：
迷
衢
は
、
迷
い
道
、
迷
い
の
ち
ま
た
。 

※
註
記
５
：
五
乗
は
、
菩
薩
・
縁
覚
・
声
聞
・
天
・
人
。 

※
註
記
６
：
鑣
は
、
馬
具
の
く
つ
わ
。 

※
註
記
７
：
群
鹿
は
、
衆
生
。 

※
註
記
８
：
先
覺
は
、
先
駆
者
。
こ
こ
は
石
上
宅
嗣
の
私
寺
・
阿
閦
寺
内
の
芸
亭
院
（
公
開
図
書
館
）
や

吉
備
真
備
の
儒
・
仏
兼
学
（『
私
教
類
聚
』）
な
ど
の
こ
と
。 

※
註
記
９
：
漏
は
、
手
落
ち
、
必
要
な
こ
と
が
抜
け
落
ち
る
こ
と
。 

※
註
記
１
０
：
備
僕
射
は
、
備
が
吉
備
真
備
。
僕
射
が
中
国
の
官
位
名
で
、
日
本
で
い
う
左
大
臣
・
右
大

臣
。
真
備
の
場
合
最
終
官
位
が
右
大
臣
。 



※
註
記
１
１
：
二
教
は
、
儒
家
・
仏
教
。 

※
註
記
１
２
：
石
納
言
は
、
石
上
宅
嗣
。
大
納
言
。 

※
註
記
１
３
：
芸
亭
は
、
石
上
宅
嗣
が
設
置
し
た
公
開
図
書
館
「
芸
亭
（
う
ん
て
い
）
院
」。 

※
註
記
１
４
：
衆
流
は
、
多
く
の
潮
流
。 

※
註
記
１
５
：
蘇
迷
は
、
前
述
。
蘇
迷
盧
（
ス
メ
ー
ル 

S
u
m

eru

）、
須
弥
山
。 

※
註
記
１
６
：
大
廈
は
、
大
き
な
家
、
立
派
な
建
物
。 

※
註
記
１
７
：
元
首
は
、
国
主
、
皇
帝
、
天
子
。 

※
註
記
１
８
：
股
肱
は
、
前
述
。
股
と
肘
。
転
じ
て
従
臣
。 

※
註
記
１
９
：
多
類
は
、
同
じ
考
え
の
人
が
多
い
こ
と
。 

※
註
記
２
０
：
寡
偶
は
、
仲
間
が
少
な
い
こ
と
。 

※
註
記
２
１
：
一
人
は
、
こ
の
場
合
、
天
皇
。 

※
註
記
２
２
：
降
恩
は
、
許
可
、
裁
可
、
勅
許
。 

※
註
記
２
３
：
三
公
は
、
太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
。 

※
註
記
２
４
：
英
貴
は
、
身
分
の
高
い
英
哲
。 

※
註
記
２
５
：
百
世
は
、
将
来
永
く
、
の
意
。 

 

●
本
文
：
難
者
曰 

善
也 

或
有
人
難
曰 

国
家
廣
庠
開
庠
序 

勸
勵
諸
藝 

霹
靂
之
下 

蚊
響
何

益
答 

大
唐
城 

坊
々
置
閭
塾 

普
教
童
稚 

縣
々
開
郷
學 

廣
導
青
衿 

是
故 

才
子
滿
城 



藝
士
盈
國 

今
是
華
城 

但
有
一
大
學 

無
有
閭
塾 

是
故 

貧
賤
子
弟 

無
所
問
津 

遠
坊
好

事 

往
還
多
疲 

今
建
此
一
院 

普
濟
童
蒙 

不
亦
善
乎 

書
き
下
し
：
難
者
曰
く
。
「
善
き
な
り
」
と
。
或
い
は
人
有
っ
て
難
じ
て
曰
く
。
「
国
家
廣
く
庠
序

し
ょ
う
じ
ょ

を
開

き
諸
藝
を
勸
め
勵
ま
す
。
霹
靂

へ
き
れ
き

の
下
に
蚊ぶ

ん

響
き
ょ
う

何
の
益
あ
ら
ん
」
と
。
答
う
る
に
、
「
大
唐
の
城
に
は
、

坊
々
に
閭り

ょ

塾
じ
ゅ
く

を
置
い
て
普
く
童
稚
を
教
え
、
縣
々
に
郷
學
を
開
い
て
廣
く
青せ

い

衿き
ん

を
導
く
。
是
の
故
に
、

才
子

さ

い

し

城
に
滿
ち
、
藝
士
國
に
盈み

て
り
。
今
是
の
華け

城
じ
ょ
う

に
は
但
だ
一
つ
の
大
学
有
っ
て
、
閭
塾
有
る
こ
と

無
し
。
是
の
故
に
、
貧
賎
の
子
弟
、
津し

ん

を
問
う
所
無
く
、
遠
坊
の
好
事
、
往
還
す
る
に
疲
多
し
。
今
此

の
一
院
を
建
て
て
普
く
童ど

う

蒙も
う

を
濟
わ
ん
。
亦
た
善
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
と
。 

私
訳
：
そ
の
批
判
者
が
言
う
に
「
そ
れ
で
結
構
」
と
。
ま
た
別
な
人
が
批
判
し
て
言
う
に
「
国
家
は
広
く

学
校
を
開
設
し
、
諸
々
の
文
芸
を
奨
励
し
て
い
る
。
雷
鳴
（
国
の
学
校
）
の
下
で
蚊
の
鳴
く
声
（
私
塾
）

が
し
て
何
の
た
め
に
な
ろ
う
か
」
と
。
答
え
て
言
う
に
「
大
唐
の
都
城
に
は
条
坊
ご
と
に
私
塾
を
設
置

し
て
広
く
児
童
を
教
え
、
各
県
に
は
郷
土
の
学
校
を
開
設
し
て
広
く
学
徒
を
教
導
し
て
い
る
。
で
あ
る



か
ら
、
英
才
が
都
城
に
い
っ
ぱ
い
お
り
技
芸
の
士
が
国
中
に
満
ち
て
い
る
。
（
し
か
し
）
現
在
の
こ
の

平
安
京
に
は
た
っ
た
一
つ
し
か
大
学
寮
が
な
く
私
塾
は
ま
っ
た
く
な
い
。
従
っ
て
、
貧
し
く
ま
た
身
分

の
低
い
家
の
子
弟
は
仏
教
の
教
え
を
聞
き
質
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
遠
い
坊
か
ら
通
う
学
問
は
往
復
す
る

の
に
疲
れ
が
多
い
。
今
、
こ
の
学
問
所
を
建
設
し
て
広
く
学
童
を
助
け
た
い
。
ま
た
、
結
構
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
。 

 

※
註
記
１
：
難
者
は
、
批
判
す
る
人
。 

※
註
記
２
：
庠
序
は
、
村
里
の
学
校
。
中
国
で
、
郷
校
（
村
里
の
学
校
）
を
周
の
時
代
に
「
庠
」（
ま
な
び

や
）、
殷
の
時
代
に
「
序
」
（
学
校
）
と
言
っ
た
。 

※
註
記
３
：
霹
靂
は
、
雷
鳴
、
落
雷
。 

※
註
記
４
：
蚊
響
は
、
蚊
の
啼
く
声
。 

※
註
記
５
：
坊
々
は
、
都
城
の
条
坊
ご
と
に
、
の
意
。 

※
註
記
６
：
閭
塾
は
、
閭
が
村
で
、
人
の
家
で
の
塾
、
私
塾
。 

※
註
記
７
：
坊
々
は
、
条
里
制
の
坊
。
坊
ご
と
に
、
の
意
。 

※
註
記
８
：
青
衿
は
、
青
い
衿
＝
学
徒
。 

※
註
記
９
：
華
城
は
、
平
安
京
（『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』
（
岩
波
書
店
）
）。 

※
註
記
１
０
：
津
は
、
津
梁
。
衆
生
を
彼
岸
に
渡
す
渡
し
と
橋
。
転
じ
て
仏
教
の
教
え
。 

※
註
記
１
１
：
遠
坊
は
、
遠
い
条
坊
、
坪
。
村
里
。 



※
註
記
１
２
：
好
事
は
、
好
い
こ
と
、
喜
ば
し
い
こ
と
、
善
い
行
い
。
こ
こ
で
は
学
問
（
を
す
る
人
）
。 

※
註
記
１
３
：
童
蒙
は
、
学
童
。 

 

●
本
文
：
難
者
曰 

若
能
果
如
此 

盡
美
盡
善 

與
兩
曜
爭
明 

將
二
儀
競
久 

益
國
之
勝
計 

利

人
之
寶
洲 

余
雖
不
敏 

投
一
簣
乎
九
仞 

添
涓
塵
乎
八
埏 

報
四
恩
之
廣
德 

爲
三
點
之
良
因 

書
き
下
し
：
難
者
曰
わ
く
。
若
し
能
く
果
し
て
此
く
の
如
く
な
れ
ば
、
美
を
盡
し
善
を
盡
し
て
、
兩
曜

り
ょ
う
よ
う

と

明
を
爭
い
、
二に

儀ぎ

と
久
し
き
を
競
う
。
國
を
益
す
る
の
勝
計

し
ょ
う
け
い

、
人
を
利
す
る
の
寶ほ

う

洲
し
ゅ
う

な
り
」
と
。
余よ

、

不
敏
と
雖
ど
も
、
一
簣

い

っ

き

を
九
仞

き
ゅ
う
じ
ん

に
投
げ
、
涓け

ん

塵じ
ん

を
八
埏

は
ち
え
ん

に
添
え
、
四
恩
の
廣
德
に
報
じ
、
三
點
の
良
因

と
爲
さ
ん
。 

私
訳
：
批
判
す
る
人
が
言
う
に
「
も
し
、
そ
の
よ
う
に
よ
く
願
い
を
達
成
し
た
な
ら
、
美
を
尽
く
し
善
を

尽
く
し
て
日
（
仏
教
）
・
月
（
儒
家
）
と
そ
の
明
る
さ
を
争
い
、
天
と
地
と
そ
の
久
し
さ
を
競
う
も
の

で
あ
る
。
（
そ
れ
は
す
な
わ
ち
）
国
に
利
益
を
も
た
ら
す
勝
れ
た
計
画
で
あ
り
、
人
を
仏
道
に
導
く
宝

珠
（
智
慧
）
の
島
で
あ
る
」
と
。
私
は
俊
敏
で
は
な
い
が
、
モ
ッ
コ
一
杯
の
最
後
の
盛
土
を
六
十
三
尺

も
高
々
と
投
げ
て
積
み
、
き
わ
め
て
微
小
な
し
ず
く
や
塵
を
八
方
の
果
て
に
添
え
て
、
父
母
・
衆
生
・

国
王
・
三
宝
の
四
恩
に
報
恩
感
謝
し
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
（
＝
涅
槃
）
を
得
る
良
き
基
因
と



し
た
い
。 

 
※
註
記
１
：
兩
曜
は
、
日
（
仏
教
）
と
月
（
儒
家
） 

※
註
記
２
：
二
儀
は
、
陰
と
陽
、
天
と
地
。 

※
註
記
３
：
勝
計
は
、
勝
れ
た
計
画
。 

※
註
記
４
：
寶
洲
は
、
宝
珠
（
智
慧
）
の
島
。 

※
註
記
５
：
一
簣
九
仞
は
、
「
簣
」
が
土
な
ど
を
運
ぶ
モ
ッ
コ
。
「
九
仞
」
は
一
仞
が
七
尺
。
九
仞
も
の

高
い
山
を
築
く
時
、
最
後
の
モ
ッ
コ
一
杯
の
土
を
運
べ
ば
完
成
す
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
止
め
て
し
ま
え

ば
完
成
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
長
い
努
力
も
最
後
の
わ
ず
か
な
失
敗
で
ム
ダ
に
な
っ
て
し
ま
う
喩
え
。

（『
書
経
』
旅
獒
、
「
九
仞
の
功
を
一
簣
に
虧
く
」
の
故
事
）
。 

※
註
記
６
：
涓
塵
は
、
し
ず
く
と
塵 

※
註
記
７
：
八
埏
は
、
八
方
。 

※
註
記
８
：
四
恩
は
、
前
述
。
父
母
・
衆
生
・
国
王
・
三
宝
。 

※
註
記
９
：
三
點
は
、
前
述
。
涅
槃
の
内
容
の
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
。 

 

●
本
文
：
招
師
章 

 

語
曰 

里
仁
爲
美 

擇
不
處
仁 

焉
得
知 

又
曰 
遊
於
六
藝 

經
云 

初
阿
闍
梨
兼
綜
衆
藝 

論
曰 

菩
薩
爲
成
菩
提 

先
於
五
明
處
求
法 

是
故 
善
哉
童
子 

巡
百
十
城 

尋
五
十
師 

常



啼
菩
薩 

常
哭
一
市 

切
求
深
法 

然
則 

得
智
在
仁
者
之
處 

成
覺
資
五
明
之
法 

求
法
必
於

衆
師
之
中 

學
道
當
在
衣
食
之
資 

四
者
備
而
然
後
有
功 

是
故 

設
斯
四
緣 

利
濟
群
生 

雖

云
有
處
有
法 

若
无
師
者 

无
由
得
解 

故
先
請
師 

師
有
二
種 

一
道 

一
俗 

道
所
以
傳
佛

經 
俗
所
以
弘
外
書 

眞
俗
不
離 

我
師
雅
言 

書
き
下
し
：
師
を
招
く
章 

語
に
曰
わ
く
、
「
里
は
仁
を
美
と
爲
す
。
擇え

ら

ん
で
仁
に
處
ら
ず
ん
ば
焉

い
ず
く

ん
ぞ
知
を
得
ん
」
。
又
曰
わ
く
、

「
六り

く

藝げ
い

に
遊
ぶ
」
と
。
經
に
云
わ
く
、「
初

は
じ
め

に
阿
闍

あ

じ

ゃ

梨り

は
衆
藝

し
ゅ
げ
い

を
兼
ね
綜す

べ

る
」
と
。
論
に
曰
わ
く
、「
菩

薩
は
菩
提
を
成
ぜ
ん
が
爲
に
、
先
ず
五
明

ご
み
ょ
う

の
處
に
於
い
て
法
を
求
む
」
と
。
是
の
故
に
、
善
哉
童
子
、

百
十
の
城
を
巡
り
、
五
十
の
師
を
尋
ね
、
常
啼

じ
ょ
う
て
い

菩
薩
は
常
に
一
つ
の
市い

ち

に
哭こ

く

し
、
切
に
深
法

じ
ん
ぽ
う

を
求
む
。

然
れ
ば
則
ち
、
智
を
得
る
は
仁
者

じ
ん
し
ゃ

の
處
に
在
り
、
覺
を
成
ず
る
は
五
明
の
法
を
資

た
す
け

と
す
。
法
を
求
め
る

は
必
ず
衆
師

し

ゅ

し

の
中
に
お
い
て
し
、
道
を
學
ぶ
は
當
に
衣
食
の
資

た
す
け

に
在
り
。
四
つ
の
も
の
は
備
っ
て
然
る



後
に
功
有
り
。
是
の
故
に
、
斯
の
四
緣

し

え

ん

を
設
け
て
群
生

ぐ
ん
じ
ょ
う

を
利
濟

り

さ

い

す
。
處
有
り
法
有
り 

と
云
う
と
雖
も
、

若
し
師
无
く
ば
、
解げ

を
得
る
に
由
な
し
。
故
に
先
ず
師
を
請
ず
。
師
に
二
種
有
り
。
一
は
道
、
二
は
俗
。

道
は
佛
經

ぶ
っ
き
ょ
う

を
傳
え
る
所
以
、
俗
は
外
書

げ

し

ょ

を
弘
む
る
所
以
な
り
。
真
俗
離
れ
ず
と
は
我
が
師
の
雅
言

が

げ

ん

な
り
。 

私
訳
：
師
を
招
く
章 

 

論
語
に
言
う
。「
村
理
で
は
仁
（
思
い
や
り
）
を
も
っ
て
美
風
と
し
て
い
る
。
そ
の
村
理
を
択
び
住
し
て

い
な
が
ら
仁
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
道
理
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
。
ま
た
（
論
語
に
）

言
う
。
「
礼
（
礼
儀
）
・
楽
（
音
楽
）
・
射
（
弓
術
）・
御
（
馬
術
）
・
書
（
書
道
）・
数
（
算
術
）
の
六
芸

に
遊
ぶ
」
と
。
『
大
日
経
』
に
言
う
。
「
阿
闍
梨
に
な
っ
た
人
も
は
じ
め
は
、
多
く
の
学
芸
を
兼
学
し
、

そ
れ
を
総
合
す
る
」
と
。『
十
地
経
論
』
第
一
に
言
う
。「
菩
薩
は
サ
ト
リ
を
成
就
す
る
た
め
に
、
先
ず

五
つ
の
学
問
に
身
を
置
い
て
道
理
を
学
ぶ
」
と
。
従
っ
て
、（『
華
厳
経
』
入
法
界
品
の
）
善
哉
童
子
は
、

百
十
の
都
城
を
巡
礼
し
て
五
十
人
の
善
知
識
を
た
ず
ね
、
常
啼
菩
薩
は
い
つ
も
市
井
に
あ
っ
て
濁
世
に

迷
う
衆
生
に
涙
し
、
ひ
た
す
ら
深
い
空
の
理
法
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
（
五
常
の
）
智

（
道
理
を
知
る
こ
と
）
を
得
る
た
め
に
は
（
五
常
の
）
仁
に
徹
す
る
人
の
と
こ
ろ
に
在
る
べ
き
で
あ
り
、

サ
ト
リ
を
成
就
す
る
に
は
五
つ
の
学
問
の
道
理
を
資
け
に
す
べ
き
で
あ
る
。
道
理
を
求
め
る
こ
と
は
必

ず
多
く
の
師
匠
の
指
導
を
仰
ぎ
、
学
問
を
学
ぶ
こ
と
は
衣
食
の
資
け
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
る
。



以
上
、
四
つ
の
処
・
法
・
師
・
資
は
、
は
じ
め
に
十
分
備
わ
れ
ば
あ
と
で
よ
い
結
果
が
出
る
と
い
う
例

で
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
四
つ
の
縁
を
用
意
し
て
衆
生
を
仏
道
に
導
き
済
度
す
る
の
で
あ
る
。
処
が
あ

り
法
が
あ
る
と
言
う
と
言
っ
て
も
、
も
し
師
が
い
な
け
れ
ば
解
脱
を
得
る
の
に
方
法
が
な
い
。
だ
か
ら
、

師
を
招
請
す
る
の
で
あ
る
。
師
に
は
二
種
あ
っ
て
、
一
つ
は
道
、
も
う
一
つ
は
俗
で
あ
る
。
道
は
仏
教

の
経
典
を
教
え
伝
え
る
所
以
で
あ
り
、
俗
は
仏
教
以
外
の
書
物
を
教
え
伝
え
る
所
以
で
あ
る
。
真
俗
が

離
れ
な
い
と
い
う
の
が
私
の
師
匠
（
恵
果
和
尚
）
の
格
言
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
語
は
、
『
論
語
』
里
仁
篇
。
「
子
曰 

里
仁
為
美 

択
不
処
仁 

焉
得
知
」 

※
註
記
２
：
六
藝
は
、
前
述
。
礼
（
礼
儀
）・
楽
（
音
楽
）・
射
（
弓
術
）・
御
（
馬
術
）・
書
（
書
道
）・
数

（
算
術
）
。
こ
こ
は
『
論
語
』
述
而
篇
の
「
志
於
道 

拠
於
徳 

依
於
仁 

游
於
芸
」
か
。 

※
註
記
３
：
經
は
、
『
大
日
経
』
具
緣
品
の
「
初
阿
闍
梨
兼
綜
衆
藝
」
。 

※
註
記
４
：
阿
闍
梨
は
、
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
（q

cqry
a

）
、
阿
闍
梨
耶
。
軌
範
師
、
依
止
師
。
真
言
密
教
で

は
伝
法
潅
頂
の
大
阿
、
も
し
く
は
伝
法
潅
頂
を
履
修
し
た
僧
侶
、
伝
法
の
師
僧
の
こ
と
。 

※
註
記
５
：
衆
藝
は
、
多
く
の
学
芸
。『
大
日
経
疏
』
に
、
声
論
・
因
論
・
十
八
明
処
（
四
ヴ
ェ
ー
ダ
・
六

論
（
六
派
哲
学
の
聖
典
）
ほ
か
）
・
六
十
四
能
・
算
数
・
方
薬
・
観
相
・
工
巧
な
ど
を
言
う
。 

※
註
記
６
：
論
は
、『
十
地
経
論
』
第
一
に
言
う
「
菩
薩
於
菩
提 

有
五
種
障
乃
至
五
者
無
方
便
智
障 

不

能
善
化
衆
生
」
。 

※
註
記
５
：
善
哉
童
子
は
、
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
の
主
役
。
法
を
求
め
て
五
十
三
人
の
善
知
識
を
た
ず



ね
る
。 

※
註
記
６
：
常
啼
菩
薩
は
、
『
大
般
若
経
』
常
啼
菩
薩
品
に
説
か
れ
る
菩
薩
。
煩
悩
に
生
き
濁
世
に
迷
う

衆
生
に
い
つ
も
涙
し
て
い
る
。 

※
註
記
７
：
仁
者
は
、
何
事
も
仁
の
道
に
徹
し
て
い
る
人
。 

※
註
記
８
：
衆
師
は
、
多
く
の
師
匠
。
先
生
・
専
門
家
。 

※
註
記
９
：
四
緣
は
、
処
・
法
・
師
・
資
。 

※
註
記
１
０
：
群
生
は
、
衆
生
。 

※
註
記
１
１
：
解
は
、
解
脱
。 

※
註
記
１
２
：
外
書
は
、
前
述
。
仏
教
関
係
以
外
の
書
物
。 

※
註
記
１
３
：
真
俗
は
、
仏
典
が
説
く
真
実
の
世
界
と
衆
生
の
煩
悩
に
生
き
る
迷
い
の
俗
世
。 

※
註
記
１
４
：
雅
言
は
、
上
品
な
言
葉
、
洗
練
さ
れ
た
言
葉
、
正
し
い
言
葉
。 

 

●
本
文
：
一 

道
人
傳
受
事 

右
顯
密
二
教 

僧
意
樂 

兼
通
外
書 
任
住
俗
士 

有
意
樂
學
内
經
論
者 

法
師
心
住
四
量
四
攝

不
辭
勞
倦 

莫
看
貴
賎 

隨
宜
指
授 

書
き
下
し
：
一 

道
人
傳
受
の
事 

右
、
顯
密
二
教
は
僧
の
意
樂

い
ぎ
ょ
う

な
り
。
兼
て
外
書
に
通
ぜ
ん
に
は
住
俗

じ
ゅ
う
ぞ
く

の
士
に
任
す
。
意
に
内
の
經
論
を



學
ぶ
を
樂ね

が

う
者
有
ら
ば
、
法
師
な
り
。
心
は
四
量
四

し

り

ょ

う

し

攝
し
ょ
う

に
住
し
、
勞
倦

ろ
う
け
ん

ヲ
辭
せ
ず
。
貴
賎
を
看
る
こ
と

莫な

く
、
宜
し
き
に
隨
っ
て
指
授

し

じ

ゅ

す
べ
し
。 

私
訳
：
一 
道
人
傳
受
の
事 

右
、
顕
密
の
二
教
は
僧
侶
の
志
向
で
あ
る
。
兼
学
で
仏
教
以
外
の
書
物
に
通
じ
よ
う
と
す
る
な
ら
在
家

の
人
材
に
教
え
て
も
ら
え
ば
よ
い
。
仏
教
の
経
典
や
論
書
を
学
ぶ
意
向
を
も
つ
の
は
僧
侶
で
あ
り
、
心

は
慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
四
無
量
心
や
布
施
・
愛
語
・
利
行
・
同
事
の
四
摂
法
に
住
し
、
疲
れ
や
倦
怠
を

い
と
わ
ず
、
貴
賤
を
い
ち
い
ち
調
べ
る
こ
と
も
な
く
、
適
宜
適
切
に
指
南
伝
授
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

※
註
記
１
：
顯
密
は
、
顕
教
と
密
教
。 

※
註
記
２
：
意
樂
は
、
意
向
、
志
向
、
心
組
み
、
思
い
、
心
性
。 

※
註
記
３
：
内
は
、
仏
教
。
外
は
仏
教
以
外
。 

※
註
記
４
：
四
量
は
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
四
無
量
心
。 

※
註
記
５
：
四
攝
は
、
布
施
・
愛
語
・
利
行
・
同
事
の
四
摂
法
。 

※
註
記
６
：
勞
倦
は
、
疲
れ
て
い
や
に
な
る
こ
と
。 

※
註
記
７
：
指
授
は
、
指
南
伝
授
。 

 



●
本
文
：
一 

俗
博
士
教
受
事 

右
九
經
九
流 

三
玄
三
史 

七
略
七
代 

若
文 

若
筆
等
書
中 

若
音 

若
訓 

或
句
讀 

或
通
義

一
部
一
帙 

堪
發
童
矇
者
住 

若
道
人
意 

樂
外
典
者 

茂
士
孝
廉 

隨
宜
傳
授 

若
有
青
衿
黄
口 

志
學
文
書 

絳
帳
先
生 

心
住
慈
悲 

思
存
忠
孝 

不
論
貴
賎 

不
看
貧
富 

隨
宜
提
撕 

誨
人
不

倦 

三
界
吾
子 

大
覚
師
吼 

四
海
兄
弟 

将
聖
美
談 

不
可
不
仰
。 

書
き
下
し
：
一 
俗
の
博
士
教
受
の
事 

右
、
九
經
九
流

き
け
い
き
ゅ
う
り
ゅ
う

、
三
玄
三
史
、
七
略
七
代
、
若
し
は
文
、
若
し
は
筆
等
の
書
の
中
に
、
若
し
は
音
、
若

し
は
訓
、
或
い
は
句
読
し
、
或
い
は
通
義
す
。
一
部
一
帙ち

つ

、
童
矇

ど
う
も
う

を
發ひ

ら

く
に
堪
え
る
者
は
住
す
べ
し
。

若
し
道
人
の
意
、
外
典
を
樂ね

が

う
者
は
、
茂
士

も

し

孝こ
う

廉れ
ん

、
宜
し
き
に
隨
っ
て
伝
授
す
べ
し
。
若
し
青せ

い

衿き
ん

黄
口

こ
う
こ
う

の
文
書
を
志
學
す
る
有
ら
ば
、
絳
帳

こ
う
ち
ょ
う

先
生
、
心
慈
悲
に
住
し
、
思
忠
孝
を
存
し
て
、
貴
賎
を
論
ぜ
ず
、

貧
富
を
看
ず
、
宜
し
き
に
隨
っ
て
提
撕

て
い
ぜ
い

し
、
人
を
誨お

し

え
て
倦
ま
ざ
れ
。
三
界
は
吾
が
子
と
い
う
は
大
覚

の
師
吼

し

く

、
四
海

し

か

い

は
兄
弟

け
い
て
い

と
い
う
は
将

し
ょ
う

聖せ
い

ノ
美
談
ナ
リ
。
仰
が
ず
ん
ば
あ
る
可
か
ら
ず
。 



私
訳
：
右
、
『
易
経
』・『
書
経
』・『
詩
経
』・『
礼
記
』・『
春
秋
左
氏
伝
』・『
孝
経
』・『
論
語
』・『
孟
子
』
・

『
周
礼
』
の
九
経
、
儒
家
・
道
家
・
陰
陽
家
・
法
家
・
名
家
・
墨
家
・
縦
横
家
・
雜
家
・
農
家
の
九
流
、

『
老
子
』・『
荘
子
』・『
周
易
』
の
三
玄
、『
史
記
』・『
漢
書
』・『
後
漢
書
』
の
三
史
、
輯
略
・
六
芸
略
・

諸
子
略
・
詩
賦
略
・
兵
書
略
・
術
数
略
・
方
技
略
の
七
略
、『
宋
書
』・『
斉
書
（
南
斉
書
）
』・『
晋
書
』
・

『
梁
書
』・『
陳
書
』・『
周
書
』・『
隋
書
』
の
七
代
は
、
も
し
く
は
詩
歌
で
、
も
し
く
は
銘
賦
の
な
か
に
、

も
し
く
は
音
で
、
も
し
く
は
訓
で
、
あ
る
い
は
句
ご
と
に
区
切
り
、
あ
る
い
は
意
味
を
と
っ
て
読
む
の

で
あ
る
。
そ
の
一
部
で
あ
れ
保
護
の
覆
い
で
あ
れ
、
道
理
に
暗
い
者
を
啓
発
す
る
に
堪
え
る
者
は
そ
れ

に
住
し
な
さ
い
。
も
し
、
仏
教
の
人
で
心
に
仏
教
以
外
の
書
物
を
読
み
た
い
と
願
う
場
合
は
、
秀
才
・

素
直
で
清
廉
の
人
に
、
適
宜
適
切
に
伝
え
受
け
さ
せ
な
さ
い
。
も
し
、
学
徒
児
童
で
文
献
を
学
ぶ
こ
と

を
志
す
者
が
あ
れ
ば
、
恩
師
の
先
生
は
、
心
は
慈
悲
に
住
し
、
思
い
は
忠
孝
に
在
っ
て
、
貴
賤
を
口
に

せ
ず
、
貧
富
を
詮
索
し
な
い
で
、
適
宜
適
切
に
教
え
導
き
、
人
を
教
え
る
の
に
飽
き
る
こ
と
な
い
よ
う

に
し
な
さ
い
。
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
界
に
苦
し
む
衆
生
は
わ
が
子
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
釈
尊
の

説
法
で
あ
り
、
四
海
（
海
内
）
は
兄
弟
、
と
い
う
の
は
孔
子
の
格
言
で
あ
る
。
仰
い
で
受
け
止
め
る
べ

き
言
葉
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
九
経
は
、
諸
説
あ
る
が
、
一
般
に
『
易
経
』・『
書
経
』・『
詩
経
』・『
礼
記
』・『
春
秋
左
氏
伝
』
・

『
孝
経
』
・『
論
語
』
・『
孟
子
』
・『
周
礼
』
。 

※
註
記
２
：
九
流
は
、
前
述
。
儒
家
・
道
家
・
陰
陽
家
・
法
家
・
名
家
・
墨
家
・
縦
横
家
・
雜
家
・
農
家



の
九
思
想
学
派
。 

※
註
記
３
：
三
玄
は
、
『
老
子
』・『
荘
子
』・
『
周
易
』
。 

※
註
記
４
：
三
史
は
、
諸
説
あ
る
が
、
『
史
記
』
・『
漢
書
』
・『
後
漢
書
』
。 

※
註
記
５
：
七
略
は
、
前
漢
末
の
学
者
劉
向
と
劉
歆
親
子
に
よ
る
中
国
最
初
の
総
合
図
書
目
録
。
輯
略
・

六
芸
略
・
諸
子
略
・
詩
賦
略
・
兵
書
略
・
術
数
略
・
方
技
略
。 

※
註
記
６
：
七
代
は
、
唐
以
前
の
梁
時
代
の
私
撰
に
な
る
『
宋
書
』・『
斉
書
（
南
斉
書
）
』
ほ
か
、
唐
以
降

に
国
撰
で
書
か
れ
た
史
書
、
『
晋
書
』
・『
梁
書
』・
『
陳
書
』
・
『
周
書
』・
『
隋
書
』
。 

※
註
記
７
：
文
は
、
詩
歌
。 

※
註
記
８
：
筆
は
、
銘
賦
。 

※
註
記
８
：
句
読
は
、
句
ご
と
に
切
っ
て
読
む
。 

※
註
記
９
：
通
義
は
、
意
味
が
通
じ
る
。 

※
註
記
１
０
：
帙
は
、
書
物
の
保
護
カ
バ
ー
。 

※
註
記
１
１
：
童
矇
は
、
幼
く
て
道
理
に
暗
い
者
。 

※
註
記
１
２
：
茂
士
は
、
前
述
。
秀
才
。 

※
註
記
１
３
：
孝
廉
は
、
素
直
で
清
廉
で
あ
る
こ
と
。 

※
註
記
１
４
：
黄
口
は
、
若
く
て
思
慮
分
別
に
欠
け
る
こ
と
。 

※
註
記
１
５
：
絳
帳
は
、
赤
い
帳
。
転
じ
て
師
の
席
、
学
者
の
書
斎
。
転
じ
て
恩
師
。 

※
註
記
１
６
：
誨
は
、
教
え
る
。 



※
註
記
１
７
：
三
界
は
、
前
述
。
過
去
・
現
在
・
未
来
。 

※
註
記
１
８
：
大
覺
は
、
釈
尊
。 

※
註
記
１
８
：
師
吼
は
、
獅
子
吼
・
師
子
吼
。
ラ
イ
オ
ン
が
吼
え
る
こ
と
。
転
じ
て
異
教
の
徒
が
恐
れ
を

な
す
よ
う
な
釈
尊
の
説
教
。
説
法
。 

※
註
記
１
９
：
四
海
は
、
こ
こ
は
海
内
、
国
内
、
あ
る
い
は
国
の
周
囲
、
の
意
。 

※
註
記
２
０
：
将
聖
は
、
す
ぐ
れ
た
聖
人
。
こ
こ
は
孔
子
。 

 

●
本
文
：
一 

師
資
糧
食
事 

夫
人
非
懸
瓠 

孔
丘
格
言 

皆
依
食
住 

釋
尊
所
談 

然
則 

欲
弘
其
道 

必
須
飯
其
人 

若
道

若
俗 

或
師 

或
資 

有
心
覺
道
者 

竝
皆
須
給 

然
雖
モ
道
人 

素
事
清
貧 

未
辨
資
費 

且

入
若
干
物 

若
有
意
益
国
利
人 

志
求
出
迷
證
覺
者 

同
捨
涓
塵 

相
濟
此
願 

生
々
世
々 

同

駕
佛
乗 

共
利
群
生 

天
長
五
年
十
二
月
十
五
日 

大
僧
都
空
海
記
。 

書
き
下
し
：
一 

師
資
糧
食
の
事 

夫
れ
、
人
は
懸
瓠

け

ん

こ

に
非
ず
、
と
は
孔こ

う

丘
き
ゅ
う

の
格
言
な
り
。
皆
、
食
に
依
っ
て
住
す
、
と
は
釋
尊
の
所
談
な

り
。
然
れ
ば
則
ち
、
其
の
道
を
弘
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
須
ら
く
其
の
人
に
飯は

ん

す
べ
し
。
若
し
は
道
、

若
し
は
俗
、
或
い
は
師
、
或
い
は
資
、
心
道
を
覺
る
に
有
る
者
は
、
竝
び
に
皆
須
ら
く
給
す
べ
し
。 



然
り
と
雖
も
、
道
人
素
よ
り
清
貧
を
事
と
し
、
未
だ
資
費
を
辨
ぜ
ず
。
且

し
ば
ら

く
若
干
の
物
を
入
れ
、
若
し

意
こ
こ
ろ

に
国
を
益
し
人
を
利
す
る
こ
と
有
り
、
志
し
て
迷
を
出
て
覚
を
證
す
る
こ
と
を
求
め
る
者
は
、
同
じ

く
涓け

ん

塵じ
ん

を
捨
て
て
此
の
願
を
相
濟す

く

う
べ
し
。
生
々
世
々

し
ょ
う
じ
ょ
う
せ
ぜ

に
、
同
じ
く
佛
乗
に
駕
し
、
共
に
群
生

ぐ
ん
じ
ょ
う

を
利
せ

ん
。
天
長
五
年
十
二
月
十
五
日 

大
僧
都
空
海
記
す
。 

私
訳
：
一 

師
資
糧
食
の
事 

そ
も
そ
も
、
人
は
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
ひ
さ
ご
（
食
べ
ら
れ
な
い
ウ
リ
）
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は

孔
子
の
格
言
で
あ
り
、
皆
、
食
物
が
あ
っ
て
こ
の
世
に
住
し
て
い
る
、
と
は
釈
尊
の
談
論
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
道
そ
の
道
を
広
げ
よ
う
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
そ
の
道
の
人
に
食
事
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

も
し
く
は
出
家
、
も
し
く
は
在
家
、
あ
る
い
は
師
匠
、
あ
る
い
は
弟
子
、
心
が
仏
教
の
教
え
を
覚
る
こ

と
に
あ
る
人
は
、
等
し
く
皆
全
員
食
を
受
給
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
空
海
は
も
と
よ
り
清
貧
を

戒
め
と
し
未
だ
費
用
が
用
意
で
き
て
い
な
い
。
と
り
あ
え
ず
若
干
の
物
を
入
手
し
、
も
し
心
に
国
益
・

利
人
を
思
い
、
俗
世
の
迷
妄
を
出
て
サ
ト
リ
を
得
る
こ
と
を
志
す
人
は
、
小
異
を
捨
て
て
こ
の
願
い
を

救
っ
て
ほ
し
い
し
、
未
来
永
劫
、
同
じ
く
仏
教
の
教
え
に
よ
っ
て
共
に
衆
生
を
済
度
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
あ
る
。
天
長
五
年
十
二
月
十
五
日 

大
僧
都
空
海
記
す
。 

 



※
註
記
１
：
懸
瓠
は
、
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
ひ
さ
ご
（
ウ
リ
・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
）
。 

※
註
記
２
：
孔
丘
は
、
孔
子
。 

※
註
記
３
：
道
人
は
、
仏
教
僧
。
こ
こ
は
空
海
自
身
。 

※
註
記
４
：
涓
塵
は
、
前
述
。
し
ず
く
と
塵
。
微
小
な
も
の
。 

※
註
記
５
：
生
々
世
々
は
、
世
を
継
い
で
永
遠
に
、
い
つ
ま
で
も
、
の
意
。 

※
註
記
６
：
群
生
は
、
前
述
。
衆
生
。 


